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要約 

本ワークショップは、2050 年の倶知安町を見据え、参加者が望む町の未来像・理想像とその実

現に向けたアイデアや可能性を探索することを目的として開催され、倶知安町民および京都大学

の若手研究者と大学生らを中心に合計 48名が参加した。開会あいさつにて文字・倶知安町長か

ら、現在の中高生たちよりもさらに先の世代を見据えた町づくりをする必要がある旨が協調され

た。全体公演では田中・俱知安観光協会理事から、日本に先駆けた新たなグローバル都市文化の

土台を作りたい旨が述べられた。参加者は、①観光と開発と自然環境共生、②教育やコミュニテ

ィ発展と公衆衛生、③気候変動と一次産業、④Chief Future Officer 中高校生による議論という 4

つの視点のいずれかについてグル－プワークを行った。グル－プワークではまず、自身が大切に

したい価値観と町の魅力を参加者と共有し、その後、2050年の倶知安町の理想的な姿を想像し

てスケッチを描いた。続いて理想的な町を創造するために自分・町ができることを考え、倶知安

町の 2050年ビジョンをまとめた。最終的には、キャッチコピーという形で 2050年に町が目指す

べき以下のビジョンが打ち出された。「シンカ」には、進化、深化、真価、think などの意が込め

られ、技術が進歩しコミュニティが深まることによって、羊蹄山やそれにより育まれる美味しい

作物の価値が保たれて欲しいという願いが込められている。またサブタイトルには、町の多様性

と国際性、町民によるオーナーシップが表現されている。 

 

おいしさ シンカ 羊蹄山 〜NOW WE SEE, NOW WE CHANGE, FUN NISEKO〜 

 

背景 

北海道倶知安町は北海道の西部に位置する町で、ニセコ連峰や羊蹄山などの自然景観が美しいこ

とで知られている。約 15,000人が住むこの地域の主要産業の一つが観光業で、中でもスキー場

や温泉などが有名である。特に近年では、外国人観光客の増加に伴い多言語対応の観光施設やサ

ービスの充実が進んでいる。地元の食材を使った料理や地元の工芸品なども魅力的で、地元の食

材を使った料理の代表例としては各種のじゃがいも料理、ジンギスカンや新鮮な海産物を使った

海鮮料理、工芸品には木工品やガラス工芸品などが挙げられる。一方、北海道倶知安町にはいく

つかの課題も存在する。例えば、地域の過疎化や高齢化が進んでおり、若者や労働力の流出が懸

念されている。また、観光客が季節的に集中するためオフシーズンの経済的な課題もある。さら

に、外資企業の参入もあり開発が進む中、地域のエネルギー不足や人口集中による治安・公衆衛

生の悪化、地元の人々への理解など課題も多く出てきており、行政をはじめ様々な町民が課題解

決に奔走している。 

 

町づくりにおいて現状の課題に対処することは重要であるが、長期的な視点でのビジョンを考え

ることも同様に重要である。町は常に変化していくものであり、将来にわたって発展していくた

めには、現状の問題だけでなく、将来の課題にも対処できる柔軟性や適応力を持つ必要があるか
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らに他ならない。長期的な視点でビジョンを考えることによって、将来の町の方向性や目標を定

めることもできる。これにより、町の未来像・理想像を明確にし、地域住民や関係者が共有する

ことで、ビジョンを達成するために必要な戦略やアクションを策定することにつながる。例え

ば、倶知安町の過疎化や高齢化を例に取ると、短期的には若者や労働力の流入を促す施策が必要

だが、長期的には地域の魅力を高め、人々が住み続けたくなるような町づくりを進めなくてはな

らない。そのためには、教育・文化・産業など多方面にわたる取り組みが必要になると言える。

さらに、ビジョンを考えることは住民参加型の町づくりにもつながる。住民が自分たちの生活や

地域に対して望む未来像・理想像を共有し、その実現に向けて主体的に取り組むことができれ

ば、住民の関心や意欲が高まり、町づくりに対する参加度が増すことが期待できる。 

 

2022年 7月、京都大学「世界視力を備えた次世代トップ研究者育成プログラム」（通称 L-

INSIGHT）1に参画するフェローは、倶知安町にてフィールドワークを行った。多くの魅力とと

もに町が抱える諸課題を知り、地元住民との意見交換をする中で、町のビジョンや長期的な戦略

に専門的な視点を加えることができる可能性を見出し、本シンポジウムを主催するに至った。 

 

目的 

2050年の倶知安町を見据え、参加者が望む町の未来像・理想像とその実現に向けたアイデアや

可能性を探索することを目的とする。 

 

参加者 

本ワークショップでは、倶知安町の農業従事者、商業関係者、スキー場・開発事業者、中学生・

高校生、倶知安町職員、病院関係者など様々なステークホルダーと京都大学 L-INSIGHT の若手

研究者ら合計 47名が参加した。年齢別では 36-45歳が 28%と最も多く、セクター別では学術界

が半数を超えた。詳細は ANNEXに記載。 

  

 
1 「世界視力を備えた次世代トップ研究者育成プログラム」(通称 L-INSIGHT)は、2019 年 11 月に文部科学省による

令和元年度科学技術人材育成費補助事業の「世界で活躍できる研究者戦略育成事業」の採択を受け事業を開始された。

本事業の目的は、2030 年代に世界一級の研究者と成り得る、世界視力を備えた次世代トップ研究者を育成するための

プログラムを開発及び実施し、改善を経て総合化・体系化したプログラムを開発し普及してゆくことである。 

27%

19%28%

13%

13%

参加者（年齢別）

25歳以下

26-35歳

36-45歳

46-55歳

55歳以上

29%

15%
56%
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産

官

学
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プログラム 

1日目：3月 25日 

時間 内容 講演者（敬称略） 

10:00-12:00 開会挨拶 文字 一志 

趣旨説明 白石 晃將 

全体講演 田中 義人 

アイスブレイク 藤井 悠里 

議論視点の紹介：観光と開発と自然環境共生 田中 智大 

議論視点の紹介：教育やコミュニティ発展と公衆衛生 江口 佳那 

議論視点の紹介：気候変動と一次産業 磯部 昌憲 

議論視点の紹介：次世代を担う中高校生 宋和 慶盛 

13:30-17:30 グループワーク１ 

自分たちが大切にしたい倶知安町の価値を引出す 

 

グループワーク２ 

実現したい倶知安町のビジョンを描く 

 

グループワーク３ 

ビジョンの共有と達成に向けて何ができるか 

 

17:30 グループからの報告  

18:00 1日目閉会の挨拶 田中 志音 

阪井 せら 

 

2日目：3月 26日 

時間 内容 講演者（敬称略） 

09:00 2日目開会の挨拶 早川 貴士 

09:10 グループワーク４ 

倶知安町の 2050年ビジョンをまとめる 

 

10:15 グループからの報告、全体討議  

11:30 閉会挨拶 渡辺 淳子 
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ワークショップ開催挨拶 

文字・倶知安町長は、倶知安町は 50年前スキーを町技として宣言し、その中で空から降る雪を

「天与の宝」と表現しスキーを通しての町づくりが進んでいる。2000 年代以降、ニセコのパウ

ダースノーは世界中から評価され、国内外から多くのスキー客で溢れるリゾートにまで成長し

た。しかしながら、急速な投資による開発や季節に偏りがある観光客数などにより生じる課題や

克服すべき点も山積みである。今回のワークショップでは、専門的知見を持った京都大学の研究

者や学生とともに町の現状を認識しつつ、2050年の理想の倶知安町像を描くとともに、それに

向けて行うべき持続可能な方法での開発について考えたい。また、今の中高生たちよりもさらに

先の世代を見据えた町づくりへのヒントが得られることを期待して、開会挨拶を締めくくった。 

 

趣旨説明 

白石・京都大学 L-INSIGHT フェローは、2050 年の倶知安町を見据え、参加者が望む町の未来

像・理想像とその実現に向けたアイデアや可能性を探索することを目的とすると述べた。2日間

にわたるワークショップでは、全体講演と議題支店の紹介により倶知安町の現状を知る。そし

て、グル－プワーク 1では自身が大切にしたい価値観と町の魅力を引き出し、グル－プワーク 2

では実現したい倶知安町の理想的な姿を想像してスケッチを描く。続いてグル－プワーク 3では

理想的な町を創造するために自分・町ができることを考える。その後のグル－プワーク 4と全体

討議にて、倶知安町の 2050 年ビジョンをまとめる。会の中では、未来の目標（あるべき姿）を

起点として、現在とのギャップ・問題を逆算して解決策を考えるバックキャスティング（未来思

考）という思考法をとり、議論を進めるとした。 

 

全体講演 

田中・倶知安観光協会理事は、1947 年の「関税および貿易に関する一般協定」と 1994 年の「サ

ービスの貿易に関する一般協定」を皮切りにグローバル経済が幕を上げたと紹介。それ以降、倶

知安町を含むニセコエリアは日本有数のリゾート地域に急成長し、海外資本の流入からヒト・モ

ノ・カネの動きが非常に活発である。しかしながらその反面、急激な町の開発および国際化によ

る悪影響も受けている。特に、法整備の遅れによる行政コストの増加と無計画な開発による環境

破壊や交通渋滞は深刻な課題である。現在の状況が続くと、諸外国による土地の買収が進み、国

や自治体による制御が効かなくなってしまう懸念がある。今回のワークショップではこれからの

日本の縮図とも言える倶知安町において、現状を正しく認識しつつ、地域特有の利点を活かした

明るい 2050年の俱知安町像を描きたい。その中で、日本に先駆けた新たなグローバル都市文化

の土台を作りたいと強く述べた。 

 



6 

 

議論視点の紹介：観光と開発と自然環境共生 

田中・京都大学 L-INSIGHT フェローは、倶知安町の街づくりの状況や住民の意見について町の

資料を基に簡単に紹介するとともに、コンパクトシティや災害を考慮した街づくりなど近年の地

方自治体一般に当てはまる課題を簡単に説明した。さらに観光と対立しがちな自然環境につい

て、街や観光を維持する基盤であることを「生態系サービス」という概念を用いて整理した。最

後に、本ワークショップでは行政的な内容ではなく、安全で快適で豊かなくらしを実現するため

に必要なことを議論することを強調した。 

 

議論視点の紹介：教育やコミュニティ発展と公衆衛生 

江口・京都大学 L-INSIGHTフェローは、まず「日常生活における関わりの頻度」に着目して視

点タイトルの関係性を明らかにした。次に、議論を進める上でのヒントとなる各種キーワードの

説明を行い、大学以上の教育機関が存在しない倶知安町の教育機関の現状やコミュニティ・公衆

衛生という言葉の定義を参加者全員と共有した。また、田中義人・倶知安町観光協会理事の全体

講演で紹介された町の現状のうち、本視点に関するポイントをまとめて振り返りを行った。 

 

議論視点の紹介：気候変動と一次産業 

磯部・京都大学 L-INSIGHT フェローは、国内需要における北海道の農林水産業の重要性につい

て、特に全国 1位を誇る食料自給率を通した食の安全保証への貢献の高さを紹介した。2050 年

大きな課題となる気候変動やタンパク質危機に対しても、農林水産分野における温室効果ガス削

減によるカーボンニュートラル達成など北海道の活躍はますます重要である。「2050 年の倶知安

町」の一次産業を考える上では、そのような新しい課題に加え、担い手不足や耕作放棄地などの

現存課題の両者の対策が不可欠で、技術導入等による収益性向上が一助となることを紹介した。 

 

議論視点の紹介：次世代を担う中高校生 

宋和・京都大学 L-INSIGHT フェローは、次世代を担う中高生の視点に関して、その重要性や議

論するためのポイントを説明した。特に、中高生の発想の面白さや中高生が主役となる事例（子

ども議会やユーグレナ株式会社による最高未来責任者（CFO: Chief Future Officer）制度）を紹介

し、中高生が町の CFOとして考える方針を議論した。また、中高生の視点で大切にしたい三箇

条として、「①なんで？を大切にしよう！」、「②いろんな人の気持ちを考えてみよう！」、「③思

ったことをそのまま提案してみよう！」を設定した。  

 

グループワーク：観光と開発と自然環境共生 

倶知安町の建設会社社員（漆原）、ホテル経営者（二川原・岩佐）、ホテル広報担当者（丸谷）、

観光会社社員（斎藤）、写真家（渡辺）に加え、京都大学から L-INSIGHT フェロー（田中・本

郷）、情報学研究科大学院生（大前）、農学部学生（武部）らが参加し、倶知安町およびニセコエ
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リアの観光開発と環境保全との両立に関するビジョンを議論した。まず、2050 年に向けた倶知

安町独自の魅力として、羊蹄山と尻別川に代表されるきれいな自然と美味しい食べ物、変化や国

際化に対する受容性が高い住民の意識が挙げられた。さらに育むべき観光資源としては、サイク

リングやハイキングなど夏季の観光コースの発展、多数の外国人観光客が滞在することを活かし

た日本人学生の英語教育や国際交流機会の提供、e スポーツなどとのコラボレーションなどが提

案された。一方で、町の観光地化と住環境の維持とのバランスに関しては、住民間でも賛否が分

かれており、町の区域分け（ゾーニング）などによって多様な住環境ニーズに応えられるような

整備も必要では、との意見が出た。ただし、区域間で住民のコミュニケーションが不足しないよ

うな工夫が必要でもある。また、近年、外国資本家による不動産投資を目的とした土地の売買が

多数行われており、住民の意識や景観に対する配慮が欠けた森林伐採や開発が一部で起きてい

る。このような課題に対しては、住民・資本家・行政のそれぞれが倶知安町のまちづくりを進め

るアクターとしてオーナーシップの意識を持つ必要がある、という意見が出た。 

 

本グループで最終的に採用したキャッチコピーは「We Are the Owners, We Are the NISEKO!」であ

った。2050年に向けて、テクノロジーの進歩により人々の定住性が弱まって移動と交流がより

頻繁になるかもしれない。倶知安町において、発展の基軸である観光の発展と文化・自然資源の

保全を両立させるためには、町民だけでなく、近隣エリアの住民、さらに観光客や外部資本家を

もニセコエリアの「オーナー」として受容し、積極的な対話を重ねられる関係性を構築する必要

があるだろう。 

 

※グル－プワークで使用した資料 

 
  

今の自分・大切にしている価値観 倶知安町の魅力 2050 年の自分像と理想の倶知安町 

 

 

 
 

倶知安町の課題（不安・恐れ） 倶知安町の未来理想図 自分たちができること 
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グル－プワーク：教育やコミュニティ発展と公衆衛生 

自然保護活動従事者（山根）、道内大学の研究者（藤野）、倶知安町議会議員（古谷）、倶知安高

校教員（谷川）・倶知安観光協会（渡辺・早川）に加え、京都大学から L-INSIGHTフェロー（江

口・岡村）、農学部学生（市川・光部）および医学研究科大学院生（森本・佐々木）らが参加

し、ニセコ倶知安エリアの教育環境・インフラ状況・公衆衛生をテーマの中心に据えて議論をお

こなった。2050年のビジョンとして、北海道からの参加者は皆「自然保護・改善を念頭に置い

た更なる文化の発展」を重要事項として挙げ、このエリアの特徴である国際性・多様性に対する

否定的な発言はみられなかった。このビジョンの前提条件として、教育面で「中高生へのニセコ

倶知安エリア特有の問題点の共有と教育、そして彼らの関心の獲得」、コミュニティ面で「世代

的・人種的多様性のある、また AIやテクノロジーと共生できる先進的な町づくり」、公衆衛生面

で「都市圏の医療機関との連携、テクノロジーを用いた健康管理・増進」といったアイデアが多

く挙がった。最終的には、本グループのキャッチコピーとして「レインボーエクスプレス 蝦夷

富士と共生する街 ～いいじゃん くっちゃん～」が採用され、そこには文化の多様性・魅力の

多さ・羊蹄山・アクセスの改善の意が含まれている。 

 

※グル－プワークで使用した資料 

  

 

今の自分・大切にしている価値観 倶知安町の魅力 2050 年の自分像と理想の倶知安町 

 

   

倶知安町の課題（不安・恐れ） 倶知安町の未来理想図 自分たちができること 
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グル－プワーク：気候変動と一次産業 

農業（青柳・中崎）、倶知安町役場観光商工課（沼田）、倶知安観光協会（渡辺）に携わる方々に

加え、京都大学から L-INSIGHT フェロー（磯部・藤井）、農学部大学生（土田）らが参加し、農

業を中心として、羊蹄山が育む美味しい作物や新しいテクノロジーに期待することなどについて

議論した。農地だった場所が観光のために買われていく点や収益がないと一次産業を続けていけ

ない点、さらには開発のやり方は環境にも影響する点などから観光開発と同時に議論していく必

要がある点などが指摘された。また、農業のあり方が変わりつつあり、農家も単に作物を作るだ

けではなく、工業製品のように「売れる製品」の開発をしなければならない時代になってきたと

いう意見が挙がった。このように、産業間の交流や生産者と消費者の間を繋ぐシステムの構築が

必須であることが議論の中から明確化された。今の環境を未来に残すために、今一歩踏み出さな

ければいけないタイミングであるという認識が町民の中で共有されていた印象だったため、有意

義な議論の場は継続して必要である。最終的には、本グループのキャッチコピーとして「おいし

さ シンカ 羊蹄山」が採用された。詳細に関しては後述の全体討議参照。 

 

※グル－プワークで使用した資料 

   

今の自分・大切にしている価値観 倶知安町の魅力 2050 年の自分像と理想の倶知安町 

 

 

  
倶知安町の課題（不安・恐れ） 倶知安町の未来理想図 自分たちができること 

 

 

次世代を担う中高校生による議論 

１日目は、中学生（田中雪・田中し・阪井・岡田）、高校生（内田）、京都大学から L-INSIGHT

フェロー（宋和・桂）、総合人間学学部生（石舘）らが参加した。2日目は、1日目の参加者に加

えて、高校生（佐々木・成兼）、小林（HAKOBUNE マネージャー）、シュ（台湾出身

HAKOBUNE従業員）が参加した。グループワークの中では、なぜ？という素朴な疑問を大事に
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した。その結果、活発な議論が行われ、たくさんのアイデアがでた。そのアイデアは、町が抱え

る課題と密接に関わっていた。例えば、中高生は、スポーツや文化活動、娯楽施設がもっと欲し

いと強く望んでいる。現在、中高生にとっての居場所は少なく、スーパーのフードコードで友達

と勉強し、近隣の町で映画を見て、買い物をしている。観光客向けの飲食店や温泉はあるが、値

段が高いので町民が気軽にいけない。また、町の中でも住む場所（山麓、市街地）、国籍によっ

て立場や価値観が違うことにも気づかされた。例えば、山麓（ヒラフ等）に住む人は外国資本の

支配を脅威に感じていて、日本人と外国人の住み分けを強く希望しているが、市街地に住む人は

外国人との共存を望んでいる。また、外国人は経済的に豊かであっても言語の問題があり、相談

の窓口が少ないため、孤独や不満を抱えていることがわかった。以上より、町民の意見が一色単

ではないという現実を垣間見た。 

 

大切にしている価値観として、両親が数十年愛用しているジャケットや帽子を大事に使いたいと

思っていること、情報を鵜呑みにせず、自分で考え、住民が町のルールを決めること等が挙げら

れた。中高生は、冬だけでなく一年を通じた町の良さを町外の人に伝えたいと考えている。他の

市町村の事例として白馬村の活動（POW）が挙げられ、中高生自身が SNS発信等を通じて町を

アピールしたいという意見が出た。 

 

理想の町のビジョンについて、主に、教育・福祉の充実、自然保護、外国人との共存、古い伝統

の継承に関する意見がでた。それらのビジョンを基に複数のキャッチコピー（「多様な文化に架

け橋を」、「私達と地元の自然、人、動物を守ろう」、「小中高生に遊び場を」、「倶知安町の現実を

見よう」、「Don’t resist change」等）が提案されたが、最終的なキャッチコピーは、「守ろう つ

なごう 多様なくっちゃん NOW WE SEE, NOW WE CHANGE, FUN KUTCHAN」に決まった

（全体で 2番目に多い得票数）。“多様なくっちゃん”には、文化（音楽等）、自然（森、景色）、

人、動物、遊び場など中高生にとって大事なものが含まれ、キャッチコピーにはそれらを“守ろ

う”、“つなごう”という想いが込められている。“つなごう”には２種類の意味があって、世

代、国、住む場所等の違いを町民が主導的につなぎ、現在の中高生が多様なくっちゃんを 2050

年に向けて次世代につないでいくという意思が含まれる。そのためにできることとして、イベン

ト（祭り、ワークショップ、BBQ、お茶会など）や意見を発表する場を作り、参加すること、

（遊び場がないというけど）空いた施設、コンドミニアムを解放して、町民同士が触れ合うこ

と、芸術文化の普及活動に積極的に携わっていくこと等が挙げられた。英語のキャッチコピー

に”FUN”とあるように、肩苦しくなく、楽しむことも同時に重要である。 

 

中高生からは、“大学生の意見を聞けて楽しかった”、“このような機会が増えればいいと思っ

た”、“地元を離れて東京に行って仕事をする、地域おこしには関係ないと言っている人も周りに
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多かったが、ここに参加した人が倶知安町を愛してくれてありがたいと思った”等の意見があっ

た。 

 

※グル－プワークで使用した資料 

  
 

今の自分・大切にしている価値観 倶知安町の魅力 2050 年の自分像と理想の倶知安町 

 

   
倶知安町の課題（不安・恐れ） 倶知安町の未来理想図 自分たちができること 

 

全体討議 

各グループから提案された以下 4つの町のビジョンを基に、2050年の町の理想像・未来像とし

てふさわしいキャッチコピーを参加者全員で議論した。 

1. We Are the Owners, We Are the NISEKO! 

2. レインボーエクスプレス 蝦夷富士と共生する街 ～いいじゃん くっちゃん～ 

3. おいしさ シンカ 羊蹄山 

4. 守ろう つなごう 多様なくっちゃん 

NOW WE SEE, NOW WE CHANGE, FUN KUTCHAN 

 

最終的には、以下を本ワークショップ参加者の総意によるキャッチコピーとして採用した。「シ

ンカ」には、進化、深化、真価、think などの意を込め、技術が進歩しコミュニティが深まるこ

とによって、羊蹄山やそれにより育まれる美味しい作物の価値が保たれて欲しいという願いが込
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められている。また、「おいしさ」をひらがな、「シンカ」をカタカナ、「羊蹄山」を漢字にする

ことで多様性を、サブタイトルは英語表記で多様性を、Weで Ownershipを表現した。 

 

おいしさ シンカ 羊蹄山 

〜NOW WE SEE, NOW WE CHANGE, FUN NISEKO〜 

 

結語 

本ビジョナリーワークショップは、北海道倶知安町民および京都大学の若手研究者と大学生を中

心とする参加者が、倶知安町の未来についてビジョンを描き、その目標を達成するためのアイデ

アを交換する示唆に富む会合となった。町の将来を考える会議は倶知安だけでなく全国各地で行

われているが、10代の中高生を含む多様な層の地元市民とともに若手研究者が多数参加する会

合は非常に稀である。2日間を通じて熱量を保ったまま議論を交わし、約 30 年後の町のビジョ

ンを描くことができたのは参加者全員の会合への大きな貢献があったからに他ならない。参加し

た倶知安町民からは、「日常の職場においては目の前の課題への対応が優先となり、遠い未来の

ことはなかなか考えられなかったが、ビジョンを描くためにはまず理想の町を描くことからはじ

めなくてはならないことがわかった」、また中高生からは「大学生や大学院生、若手研究者と意

見交換できとても有意義だった」などと口々に感想が上がった。一方若手研究者からは、「研究

から得られる技術や知見を町づくりに活かすことができると実感できた」、また大学生からは

「専門知識をつけた後に、将来それを実践する場を沢山作り出せる研究者になりたい」と意見が

あった。研究成果として得られた知見や技術には学術的価値があるのはもちろん、それが社会で

有効活用されると、新たな社会システムの創出や、製品・サービスの開発などにつながり、経済

や社会に多くの恩恵をもたらす。そのためにも市民と研究者との対話は欠かせないため、今後も

このような機会をできるだけ多く設けていきたい。 

 

本ワークショップ後の倶知安町と京都大学 L-INSIGHT の連携としては、以下の 3つの可能性を

中心に模索していきたい。①講演会などを利用した L-INSIGHT フェローによる研究成果や知見

の提供、②倶知安町の高校・中学訪問を通じた L-INSIGHTフェローによる出前授業や京都大学

の学生による学生生活の紹介、③倶知安町で得られた様々なデータ分析と得られた結果の解釈の

提供。これらの連携を通じて、倶知安町としては京都大学からの情報や研究知見を得ることがで

き、また京都大学としては市民や社会のニーズを的確に反映した研究課題を設定することに繋が

る可能性が高い。倶知安町と京都大学 L-INSIGHT の連携が今後も継続することを楽しみにして

いる。 

 

  



13 

 

謝辞 

ワークショップ開催にあたり、加者への情報提供などに尽力くださった一般社団倶知安観光協会

の鈴木紀彦事務局長、会合開催中に軽食を提供くださった同協会の渡辺淳子理事に深く感謝申し

上げます。 

 

留意事項 

本ワークショップは、令和元年度 科学技術人材育成費補助事業「世界で活躍できる研究者戦略

育成事業」採択課題である「世界視力を備えた次世代トップ研究者育成プログラム(通称 L-

INSIGHT)」の支援を受け、参画するフェローによる企画として開催された。 

 

この会議レポートは、ワークショップ事務局（ANNEX1）において、当日の講演、グループワー

ク等をもとに取りまとめられたものである。レポートに関する問い合わせ先は下記の通りであ

る。また、それぞれの回答は、所属する組織の意見を反映するものではない。 

 

問い合わせ先 

白石晃將（京都大学大学院農学研究科応用生命科学専攻） 

Tel: 075-753-6395   

E-mail: shiraishi.kosuke.7t@kyoto-u.ac.jp 
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ANNEX1：ワークショップ事務局 

 

京都大学 L-INSIGHT 

磯部 昌憲 京都大学医学部附属病院 精神科神経科 

江口 佳那 京都大学大学院医学研究科 リアルワールドデータ研究開発講座 

岡村 亮輔 京都大学医学部附属病院 消化管外科 

桂 有加子 京都大学ヒト行動進化研究センター ゲノム進化分野 

白石 晃將 京都大学大学院農学研究科 応用生命科学専攻 

島村 道代 京都大学学際融合教育研究推進センター 次世代研究創成ユニット 

宋和 慶盛 京都大学大学院農学研究科 応用生命科学専攻 

田中 智大 京都大学大学院工学研究科 社会基盤工学専攻 

本郷 峻 京都大学アフリカ地域研究資料センター 

藤井 悠里 京都大学大学院人間・環境学研究科 相関環境学専攻自然環境動態論講座 

 

一般社団法人倶知安観光協会 

田中 義人 一般社団法人倶知安観光協会 

早川 貴士 一般社団法人倶知安観光協会 
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ANNEX2：参加者 

 

青柳 圭太 

あおやなぎ農園 

 

石館 建人 

京都大学総合人間学部 

 

磯部 昌憲 

京都大学医学部附属病院 

 

市川 小夏 

京都大学農学部 

 

岩佐 信 

シャレーアイビー ヒラフ 

 

内田 大地 

倶知安高校 

 

漆原 結衣 

岩田地崎建設 

 

江口 佳那 

京都大学大学院医学研究科 

 

大前 裕輝 

京都大学大学院情報学研究科 

 

岡田 健 

倶知安中学 

 

岡村 亮輔 

京都大学医学部附属病院 

 

岡本 幸太 

一般社団法人倶知安観光協会 

 

桂 有加子 

京都大学ヒト行動進化研究セ

ンター 

 

唐澤 隆博 

くっちゃんブラスオーケスト

ラ 

 

光部 雅俊 

京都大学大学院総合生存学館 

 

小林 めぐみ 

HAKOBUNE NISEKO 

 

斉藤 圭司 

東急リゾート 

 

斉藤 正利 

建築（塗装業）釣り河川 

 

阪井 せら 

倶知安中学 

 

佐々木 もえ 

倶知安高校 

 

佐々木 彩恵子 

京都大学大学院医学研究科 

 

島村 道代 

京都大学学際融合教育研究推

進センター  

 

白石 晃將 

京都大学大学院農学研究科 

 

宋和 慶盛 

京都大学大学院農学研究科 

 

武部 幸佳 

京都大学農学部 

 

田中 志音 

倶知安中学 

 

田中 智大 

京都大学大学院工学研究科 

 

田中 雪音 

倶知安中学 

 

田中 義人 

一般社団法人倶知安観光協会 

 

谷川 敬一 

倶知安高校 

 

土田 美咲 

京都大学農学部 

 

中崎 貴 

有限会社中崎農場 

 

 

成兼 のぞみ 

倶知安高校 
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二川原 康平 

ペンショングランパパ 

 

沼田 尚也 

倶知安町役場観光商工課 

 

早川 貴士 

一般社団法人倶知安観光協会 

 

藤井 悠里 

京都大学大学院人間・環境学

研究科 

 

藤野 雄一 

函館未来大学 

 

古谷 眞司 

ニセコ環境 

 

本郷 峻 

京都大学アフリカ地域研究資

料センター 

 

丸谷 智子 

ZABORIN 

 

文字 一志 

倶知安町長 

 

森本 佳奈 

京都大学医学部附属病院 

 

山根 敏夫 

オビラメの会 

 

ヤミン シユ 

HAKOBUNE NISEKO 

 

渡辺 淳子 

一般社団法人倶知安観光協会 

 

渡辺 洋一 

写真家 
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ANNEX4：ワークショップで使用したプレゼンテーション資料 

 

会の趣旨説明 
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20 

 

視点１：観光と開発と自然環境共生 
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視点２：教育やコミュニティ発展と公衆衛生 
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視点３：気候変動と一次産業 
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視点４：次世代を担う中高校生 
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ANNEX5：アンケート結果 
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